
氏 名  受験番号  

２０２３年度 大学院入学試験問題 

経済学研究科 

経済学専攻 博士前期課程 ＜一般入試(春)＞  

筆 記 試 験 
 

 

（注意） 解答は別紙解答用紙を使用のこと 

 

ミクロ経済学  ・  マクロ経済学  ・  計量経済学  ・  経済史 ・ 社会経済学 

 

 

 
 

問 1 

以下書籍 p.146から問 5を、一部数値と表現を変え、設問を追加し出題 

 

問 2 

以下書籍 p.446から問 2を、一部数値を変えて出題 

 

問 3 

以下書籍 p.450から問 4を、一部数値を変え、設問を追加し出題 

 

問 4 

以下書籍 p.542から問 7を、一部表現を変え、設問を追加し出題 

  

 

書籍名：公務員試験 過去問攻略 Vテキスト 8 ミクロ経済学 第 3版 

編著者：TAC株式会社（公務員講座） 

出版社：TAC株式会社（出版事業部） 

出版年：2022年第 3版発行、2019年初版発行 

※全て解答方法を記述式にして出題 

 



 

氏 名  受験番号  

２０２３年度 大学院入学試験問題 

経済学研究科 

経済学専攻 博士前期課程 ＜一般入試(春)＞ 

筆 記 試 験 
 

 

（注意） 解答は別紙解答用紙を使用のこと 

 

 ミクロ経済学  ・  マクロ経済学  ・  計量経済学  ・  経済史 ・ 社会経済学 

 

 １．以下のグラフは日本の経常収支の暦年推移（折れ線グラフ）とその内訳（棒グラフ）を示している。 

（１）経常収支の４つの内訳項目を積み上げ棒グラフの上から順に A、B、C、D とする。第一次所得収 

支と貿易収支（貿易・サービス収支の中の貿易収支）が A、B、C、D のどれに対応するか答えよ。 

（２）日本のサービス収支の特徴を答えよ。 

（３）1996 年以降の日本の経常収支の特徴についてグラフから読み取れることを答えよ。 

 

 
 

（出典）日本銀行、時系列統計データ検索サイトからダウンロードしたデータを基に作成。 

 

２．為替レートがどのように決まるかについては、以下の三つの代表的な考え方がある。それぞれの考え 

方を説明し、その考え方に基づいて 2022 年中の円ドルレートの動きについて考察せよ。 

（１）購買力平価仮説 

（２）金利平価仮説 

（３）ケインズの美人投票 
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単位：億円 
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